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　北海道大学医学部および大学院保健科学研究院は
令和元年10月1日（火）に函館工業高等専門学校と
連携教育プログラムの実施に向けた覚書の取交しを行
いました。本覚書により，双方の専門分野を融合して，
保健科学の知識と実社会に技術を実装するための工
学の知識を併せ持つ「ヘルスケアエンジニアリング」人
材の養成を目的とした連携教育プログラムを構築する
こととなりました。本覚書締結は国立高等専門学校機
構による「令和元年度高専と大学の連携教育プログラ
ムの構築支援」の採択を受けてなされたものでありま
す。なお，本連携教育プログラムは，函館工業高等
専門学校の本科（5年課程）を卒業後に専攻科（2年課
程）に進学する学生が北海道大学医学部保健学科学
士課程へ編入し，疾病予防やリハビリテーションなど
の保健科学に関する知識を習得することにより，「ヘル
スケアエンジニアリング」人材を養成することを目的と

しており，令和3年度からのプログラム開始を目指し
ています。本プログラムの構築により，国内で初とな
る高等専門学校と大学医療分野課程との連携を通じ
て，ヘルスケアエンジニアリング分野で活躍できる人
材の養成が期待されます。

「きよた健活チャレンジ」の様子　清田区区役所ホームページより

　保健科学研究院及び札幌市清田区，北海道教育大
学岩見沢校，マクセル株式会社は，3月10日（火）に
「札幌市清田区の介護予防・健康支援事業の実施に
関する覚書」を締結しました。この覚書は，札幌市清
田区における「きよた健活チャレンジ」を中核とする介
護予防・健康支援事業を通じて，生活習慣病予防や
医療費分析の研究成果を清田区に還元し，清田区民
の健康増進に貢献するとともに，新たな保健科学研
究を清田区民と一緒に推進するためのものです。本覚
書の締結に関しては，新型コロナウィルスの影響もあ
り，一堂に会しての調印式を行わずに，持ち回りによ
る調印となりました。
　本覚書にもとづき，①「きよた健活チャレンジ」の企
画・立案，②研究フィールドの確保，③介護および健
康関連データの 収集・分析，④産学官連携活動の推
進，の4分野を中心に協力する予定です。今回は，

大学と地方自治体だけではなく，ライフソリューション
や光エレクトロニクスの先端企業であるマクセル株式
会社が参加した産学官連携が特徴です。この覚書に
基づき，札幌市清田区において，本研究院と北海道
教育大学岩見沢校が協力しながら，マクセルが開発し
た指タッピングによる認知症関連機器などを札幌市清
田区の皆さんと一緒に実証展開する予定です。
　札幌市清田区との連携においても，清田区の「きよ
た健活チャレンジ」を通じて，地域の健康課題の解決
に向けて様々な研究を行い，その研究成果をもとに，
札幌市清田区の各種健康施策の企画・立案に協力し
ていくことを目指しています。本研究院は積極的に産
学官地域連携を進めており，市町村との連携協定は
岩見沢市，札幌市北区，室蘭市に次いで4件目 とな
ります。今後ますますの保健科学の教育・研究と地域
貢献の推進が期待されます
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　本年度のオープンキャンパスは，8月4日（日）、5
日（月）に開催され，保健学科への参加者数は初日午
前308名，午後297名，2日目午前276名，午後
153名の合計1034名の来場がありました。例年2
日間の開催で計4回実施していますが，近年の参加
者増に対応するため，2016年以降はD301教室に
100名収容のサテライト会場を設置し，1F多目的室
と合わせて1回あたり300名が収容できるように準備
しています。3年連続で総参加者数が1000名を超え
たことから，依然として医学部保健学科への関心が高
いことが伺えます。全体収容人数はサテライト方式で
の運用を考えると，300名が適当ですが，全体説明
後の専攻探訪は看護学専攻の実習は事前予約制とし
ていますが，その他専攻の講義・実習は事前予約な
しの自由参加としているため，その年の各専攻の企画
と参加者の希望により，専攻探訪では参加人数に偏
りができ，予想が付かない欠点があります。しかしな
がら，参加者目線で考えますと全体説明での各専攻
紹介などの情報により当日の興味で自由に参加できる
プログラムが用意されていることは，特に大学や職業
選択の参考となる高校生参加者にとっては非常によい
プログラムが提供されているのではないかと考えます。

　
　オープンキャンパスの開催日程は初日が日曜日，2
日目が月曜日となっているため，初日の日曜日は午前
午後ともに収容人数一杯の参加者が来場されますが，
2日目は例年初日の7割程度の参加者であるため，午
前午後ともに専攻探訪も参加人数に余裕ができること
が多くなっています。2日目の参加を促す試みも過去
にありましたが，対象が高校生であることや，地方か
らの参加者も多くいることを踏まえると日曜日の参加
者が多くなってしまうことはやむを得ないのかもしれま
せん。
　参加者の内訳を見てみますと，全体としては北海道
内からの参加者が約8割，北海道外からの参加者が
2割という結果となっており，在学生の北海道出身者
の割合が医学部保健学科は他学部に比べ高いといわ

れていますが，オープンキャンパスでの参加者データ
からも同様の傾向を捉えることができます。

参加者は6割強が高校1年生もしくは2年生ですが，
保護者の参加が全体の4分の1というデータは数字と
して表すと意外と多かったという印象を持ちます。
2019年は高校生限定プログラムで実施している看護
専攻の専攻探訪を自由参加プログラムで実施しまし
た。結果として，高校生とその同伴者（保護者）が申し
込まれたため，1プログラムあたりの高校生の参加者
数は20数名程度となってしまいました。看護学専攻
では多くの高校生にプログラムへ参加してもらいたい
ことから，来年度からは従前のやり方に戻し，高校生
限定プログラムで専攻探訪を実施する予定です。専攻
探訪について，以前は体験型を好む傾向であったが，
現在は高校からオープンキャンパス参加を課題として
課せられて来る高校生が多くなったという背景もあり，
専攻探訪の形式が体験型でも講義型でも特に希望は
無く，アンケート結果では講義形式の評価が高かっ
た。また専攻探訪の体験型では，保護者の積極的参
加が一部高校生の参加を妨げているといった点もあ
り、医学部保健学科を保護者の方を含め多く知ってい
ただくとともに，高校生の参加者には多くの経験を残
せる工夫が必要であると考えます。
　各専攻で準備および当日の実施にご協力くださいま
した教員の皆様，学生の皆様，また全体運営にご尽
力くださいました教務の皆様に厚くお礼申し上げます。
皆様のご協力により，今年度も医学部保健学科の魅
力をご来訪の皆様に伝えることができました。

▲2019オープンキャンパス全体説明の様子
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